
 保護者のみなさんへ 
子供達の「食」をとりまく環境が一層厳しくなってきて

いる昨今、ご家庭や、学校でできることを一緒に考えてい

きたいと思います。今年度から岩舟町に栄養教諭として配

置になりました櫻井早苗です。どうぞよろしくお願いしま

す。（管理栄養士の新井則子先生も週３回手伝ってくれま

す）学校での給食の様子、残量、マナー、食事の量、偏食、

肥満、アレルギーなどの実態をお知らせし、ご家庭でも 

ご協力いただき、望ましい食習慣の形成につなげて 

いけたらと思っています。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
・ 体を目覚めさせ、活動できる状態にします。 

・ 脳がエネルギー源として使えるのはブドウ

糖だけです。その素の炭水化物であるごはん

（パン）を主食とした朝食をしっかりとりま

しょう。 

・ 胃腸を刺激し、便通を促します。 

・ 早起きの子どもの方が食欲があり、学習能力

も高くなります。 

・ 野菜など手のかかる物の下処理は前の 

晩に準備し、カンタン料理を作る習慣をつ 

けましょう！ 

岩 船 町 教 育 委 員 会  

２ ０ ０ ９ ． ６ ． １ ５  

６ 月 号  

   編 集  櫻 井  早 苗  

５月の行事（小野寺北小） 

２９日に「たまねぎ収穫感謝の会」を実施しました。

地元で農業を営む川島和子さんが児童に、苗の植えつ

けや収穫を指導してくださり、さらに無償で町の児童

生徒全員分のこの日に給食で使うたまねぎを提供し

てくださいました。メニューは ごはん、牛乳 

あじの南蛮漬 こふきいも 五目スープでした。 

  

 平成２０年度の県教委の「地場産物の給食における活用

状況調査」では、全３１市町の中で、岩舟町は（活用率 

４２％）で第２位です。 

 毎月ＪＡしもつけの方のご協力により、給食に使える野

菜やくだものを極力取り入れていくようにしています。 

地場の野菜やくだものはみずみずしくて、栄養もたっぷ

り入っています。しかも、「旬」のものなので、お安く手

に入ります。これから、岩舟町特産の「巨峰」がでまわる

ので楽しみですね。 

 

 
５月２８日の岩舟小学校１年生の授

業を皮切りに全４８時間の食育の授業

を予定しています。子どもたちに楽し

く、わかりやすく、体験活動を取り入れ

ながら、授業ができたらと、日々取り組

んでいます。 

 

      

  学校で学んだことが、家庭でも生か

され、より良い食習慣形成ができるよ

う、保護者や地域の方のご協力をよろし

くお願いします。 

 

 

中学１年生の家庭科に５クラス出させ

ていただきました。朝食のことを聞きま

した。ほぼ１００％が食べてきています。

しかし、内容については、品数が尐ない

と感じている生徒が多く、主食（ごはん

等）主菜（魚、肉、大豆製品、卵）副菜

（おひたし、野菜いため、野菜たっぷり

みそ汁等）の３つがそろっている生徒は

３割くらいでした。 

 

 

 

 


